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■司　　会　SAA　関口　大樹
■開会点鐘　会長　北澤　正浩
■出席報告

■本日の欠席者　
日向、中谷、宋、二宮、佐藤（真）、田川
■オンライン出席者　草柳、福村
■他クラブ出席者　新川（地区）
■皆出席祝い
市川会員　13 年
■会長 EL　　　　　　　　　　　五十嵐　正
2024-25 年度ロータリー会長
ステファニー A. アーチック
　会長エレクトに関する最新状況のご連絡
　この度、マリオ・デ・カマルゴ会長エレクト
より、2025-26 年度ロータリー会長としての職
を辞するという通知を受理したことをお知らせ
申し上げます。昨日の遅い時間に届いた書簡に
は、個人的・ビジネス面の懸念により辞任が必
要であること、またロータリーに奉仕できたこ
とに感謝していることがつづられていました。
　カマルゴ氏の 45 年にわたるリーダーシップ
とロータリーヘの奉仕、および会長への指名に
よってブラジルのロータリー会員に大きな誇り

をもたらしてくださったことに、私たちは感謝

しています。カマルゴ氏が今後も自身の経験を

活かし、ブラジルと世界でロータリーの成長に

貢　献し続けてくださると確信しております。

　国際ロータリー理事会がまもなく会合を開

き、新しい次期ロータリー会長を選出するため

のプロセスを決定します。

■ニコニコ BOX

北澤　正浩／本日は最後の通常例会です。よろ

しくお願いいたします。

市川　慎二／本日は一年の振り返りをお話しし

ます。

岡田　　隆／北澤会長、市川幹事、一年間の運

営お疲れ様でした。ありがとうございました。

安藤　公一／北澤会長、市川幹事、一年間お疲

れ様でした。

新川　　尚／北澤会長、市川幹事、一年間お疲

れ様でした。

中島　　徹／北澤会長、市川幹事、一年間お疲

れ様でした。本日の卓話よろしくお願いします。

関口　大樹／北澤さん、市川さん、本日の卓話

よろしくお願いします。

五十嵐　正／北澤さん、市川さん、一年間ご苦

労様でした。本日の卓話楽しみにしております。
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本日の出席数   　14 名会員数　 　   　 ２１名

本日の出席率 　70.00％ 修正出席率     　75.00％
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■この 1年を振り返って　　　幹事　市川慎二
　今年度で、3 回目の幹事を仰せつかり、北澤
会長をはじめ、多くの諸先輩方に助けていただ
きながら、無事に 1 年間の運営を行うことがで
きました。
　この 1 年を振り返りまして、大きなこととい
たしまして、今まで主に単年度で計画し活動し
ていたものが、中長期的に計画し実践していく
3 ヵ年プロジェクトが、北澤会長のもと発足さ
れたことだと思います。
　当クラブでは、五十嵐会員を中心に、防災を
意識したプロジェクトチームを結成し、3 年間
での目標達成に向け動き出し、水谷先生の講演
会も大成功を収めるなど、この 1 年間はクラブ
にとって大きな一歩になったと実感しました。
この 3 カ年プロジェクトの成功は、クラブ内
の活性化はもちろんのこと、幅広いクラブの広
報や会員増強にも繋がっていくプロジェクトで
す。
　次年度の 2 年目では行政、地元地域を巻き込
んだ、新たな提案や、組織作りに進んでいくこ
とになりますが、次年度の五十嵐会長、関口幹
事であれば成功に繋がることと確信しておりま
す。
　もう一つ、新会員として中島さんのご入会は
たいへん嬉しいことの一つです。
　例会や活動への向き合い方、自ら学ぶ姿勢は、
人としてもロータリアンとしてもとても尊敬し
ております。今後のクラブの大きな戦力として
ご活躍を期待しています。
　北澤会長の幹事として、何も機能することが
できませんでしたが、皆様のご理解とご協力に
より無事に一年を終えることができ、心より感
謝いたします。ありがとうございました。
■「この一年を振り返って」　　　　　　　　
　皆さま、本日はこのようにお時間を頂戴し、
誠にありがとうございます。
　令和６年７月に、再びロータリークラブの会
長職をお預かりすることとなって以来、瞬く間
に時が流れ、本日このように今期最後の通常例

会、そして私にとって２度目の会長職の締めく
くりを迎えることとなりました。就任からの月
日は、思いのほか早く過ぎていき、今この節目
に立ち、改めて様々な感情が胸に込み上げてま
いります。
　今回が２度目の会長就任でございましたが、
前回はまさにコロナ禍の只中であり、思うよう
なクラブ運営ができなかったという深い悔いを
残しての任期終了でした。あの無念さが私の心
の奥底に強く残っていたからこそ、「今度こそ
は」との想いを胸に秘めて、今回の任に臨んだ
のが正直なところでございます。
　しかしながら、再任が決まった時点から、心
のどこかに常に重くのしかかっていたものがあ
りました。それは、前回の任期中に４名もの退
会者を出してしまったという事実に対する、痛
烈な反省と自責の念です。あの出来事が、会長
としての自分の在り方を深く見つめ直すきっか
けとなりました。そして今期を迎えるにあたり、
再び同じ轍を踏まぬよう、何としても例会を魅
力あるものとし、皆さまが「また参加したい」
と思えるような空間をつくることを、自らの使
命と考えておりました。
　とはいえ、現実は思うようにはいかず、特に
会場や食事に関する不満については、決定的な
解決策を見いだせぬまま、皆さまにご不便とご
忍耐をお願いする形となってしまいました。こ
の点においては、私の準備・配慮不足であり、
改めて深くお詫び申し上げます。例会に楽しさ
や価値を見いだせなければ、やがて足が遠のき、
退会という選択につながることは火を見るより
明らかであります。私の中にも、「楽しくするぞ」
との熱意は確かにありましたが、それを具体的
な行動へと落とし込むところまで至らなかった
という点において、力及ばずであったことを、
痛切に感じております。
　そのような中で、特筆すべき成果がないまま
に終わるのではと危惧しておりましたが、幸い
なことに、皆さまの温かいご理解とご支援のも
と、今期中に退会者を出すことなく、さらには
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中島さんという素晴らしい新たな仲間を迎え入
れることができ、結果として会員数が純増１名
という形で締めくくれることは、私にとって大
きな救いであり、心より嬉しく思っております。
　振り返ってみると、今期の活動の中で特に記
憶に残るものとして、水谷先生をお招きして開
催した講演会「防災先進国イタリアに学ぶ防災
の TKB」が挙げられます。これは、当クラブが
３ヵ年計画として掲げている「避難所の環境改
善」をテーマとした取り組みの第一歩でもあり
ました。水谷先生には、長年にわたる研究と現
地での知見を交えて、極めて有益なお話をいた
だき、参加された方々からも「大変勉強になっ
た」「これからの地域防災に活かしたい」といっ
た高評価を多数頂戴いたしました。
　この講演会の実現にあたっては、当クラブ内
のみならず、他クラブの皆さまからも多大なる
ご協力を賜り、まさにロータリーのネットワー
クと結束力の賜物であったと感じております。
そしてその後、横浜市において TKB ユニット
の導入が決定されるなど、まさに時代のニーズ
とシンクロするかたちで、本計画は今後さらに
発展していく可能性を秘めております。これか
ら迎える２年目、３年目においても、この歩み
を止めることなく、さらに大きな成果を目指し
てまいりたいと願っております。
　全体として振り返れば、今期の活動は、会員
の皆さまのお力添えにより、例年通りの事業を
滞りなく実施することができました。ただ、私
自身の気持ちとしては、「例年以上の成果を上
げたい」と強く思っていたことも事実であり、
それが果たせなかったことは、痛恨の極みであ
ります。率直に申し上げて、その原因の多くは
私自身の指導力、リーダーシップの未熟さに起
因するものであり、改めて皆さまにお詫び申し
上げます。
　そして、どうしても申し上げておきたいのは、
このクラブのこれからについて、であります。
　今年度は中島さんのご入会により、会員数を
増加させることができましたが、今後さらにク

ラブを活性化させ、組織としての健全な運営体
制を築いていくためには、やはり会員の数が重
要になってまいります。私たちは、少人数であ
るがゆえに、「人手が足りないから」「この人数
では難しいから」と、知らず知らずのうちに自
ら活動の範囲に制限を課してしまっているので
はないか、と感じることがあります。これは、
持続的発展の視点から見ても憂慮すべき事態です。
　ゆえに、クラブの将来を見据えればこそ、会
員拡大の努力を継続することが必要不可欠であ
り、同時に、現状の人員体制の中でもできるこ
と、挑戦すべきことに勇気をもって踏み出す姿
勢が求められていると、私は強く感じております。
　このクラブには、誇るべき会員の方々がい
らっしゃいます。たとえば、足の不自由な中で
も、毎回欠かすことなく例会に出席し、その姿
勢を崩さない方もおられます。おそらくその方
にとって、ロータリーとは単なる義務や習慣で
はなく、魂をもって関わるべき、大切な生き方
の一部であるのだと思います。そうした方の姿
勢に触れるたびに、「このクラブをもっと充実
させなければならない」「この方と共にあるこ
とを誇りに思う」と、心の奥底から思うのです。
　だからこそ、これからの時代に向けて、私た
ちはより一層の団結をもって、クラブのさらな
る繁栄を目指してまいりましょう。
　ロータリークラブという場において、２度も
会長職をお預かりするという大変貴重な機会を
いただきましたこと、そして拙い運営にもかか
わらず、温かく支えてくださったすべての会員
の皆さまに対し、あらためて深甚なる感謝の意
を表したく存じます。
　特に、幹事の市川さんには、この１年間、縁
の下の力持ちとして誠心誠意お支えいただきま
した。彼の冷静な判断と綿密な事務処理なくし
て、クラブの運営は成り立たなかったことを、
あらためて申し添えたいと思います。心より感
謝申し上げます。
　そして、次年度会長の五十嵐さん、幹事の関
口さんに、このバトンをお渡ししたいと思いま
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す。お二人ならば、きっとより良いクラブ運営
を実現されると確信しております。どうぞよろ
しくお願いいたします。
　この一年間、本当にありがとうございました。

……そして最後に申し上げますが、「３回目」は、
どうかご容赦いただけますと幸いです（笑）。
■次回例会
７/ ２　新年度　第１回例会

周年事業への積立として、今年度予算から 50 万円を充当する。


